
国
防
軍
化
め
ざ
す
自
衛
隊
改
編
の
動
き

～
戦
争
指
導
求
絡
¥
の
創
設
と
文
民
統
制
の
無
効
化
～

山
ロ
大
学
教
員

纐
纈

厚

『アジェンダー未来への課題一』2009年秋号 16

●
実
現
し
た
戦
争
指
導
求
絡
¥
の
創
設

 
二
〇
〇
六
(
平
成
一
八
)
年
四
月
一
日
を
期
し
、
日
本
に

戦
争
指
導
求
絡
¥
が
創
設
さ
れ
た
、
と
言
え
ば
読
者
諸
氏
は
驚

か
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
自
衛
隊
組
織
の
大
改
編
が
静
か
に
実

行
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
年
六
月
三
日
に
は

「
防
衛
省
設
置
磨
欄
凾
ﾌ
一
部
を
改
正
す
る
磨
覧
･
」
(
平
成
二

一
年
度
磨
覧
･
第
四
四
号
)
が
成
立
し
、
防
衛
参
事
官
を
廃
止

す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
防
衛
参
事
官
(
文
官
)
が
制
服
組

(
武
官
)
を
統
制
す
る
日
本
型
文
民
統
制
(
1
1
文
官
統
制
)

の
事
実
上
の
廃
止
で
あ
る
。

 
二
〇
〇
六
年
以
前
、
自
衛
隊
組
織
に
は
、
陸
海
空
三
自
衛

隊
を
束
ね
る
統
合
幕
僚
会
議
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
統
合
幕
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二
会
議
議
長
(
以
下
、
統
幕
議
長
)
は
制
服
組
(
武
官
)
の

ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
三
自
衛
隊
は
自
立
性
が
尊
重
さ
れ
、
統

合
幕
僚
会
議
及
び
議
長
は
、
三
自
衛
隊
の
調
整
求
頼
ﾖ
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
統
幕
議
長
は
議
決
権
す
ら
持
た
ず
、
形
式
上
の

役
割
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ま
で
は
三
自
衛
隊
の
各
幕
僚
長
が
保
有

し
て
い
た
部
隊
運
用
に
関
す
る
防
衛
庁
長
官
(
現
在
で
は
防

衛
大
臣
)
へ
の
補
佐
権
が
、
新
し
く
設
置
さ
れ
た
統
合
幕
僚

監
部
と
統
合
幕
僚
長
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま

り
、
統
合
幕
僚
長
に
三
自
衛
隊
を
直
接
に
作
戦
指
導
す
る
権

限
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
自
衛
隊
は
「
統
合
運

用
」
と
い
う
名
称
で
、
純
軍
事
的
に
は
極
あ
て
合
理
的
か
つ

緊
要
な
措
置
だ
と
捉
え
て
い
る
。

 
こ
の
間
の
推
移
を
理
解
す
る
た
め
に
、
先
ず
防
衛
庁
時
代

に
お
け
る
自
衛
隊
組
織
の
基
本
的
性
格
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

「
防
衛
庁
設
置
磨
浴
v
及
び
「
自
衛
隊
磨
浴
v
に
よ
り
、
防
衛
庁

は
憲
磨
卵
譏
Z
六
条
の
規
定
か
ら
文
民
の
国
務
大
臣
で
あ
る
防

衛
庁
長
官
を
最
高
責
任
者
と
し
、
同
じ
く
防
衛
庁
副
長
官
が

長
官
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
そ
し
て
、
防
衛
庁
組
織
の
ト
ッ
プ

で
文
民
官
僚
(
文
官
)
で
あ
る
防
衛
事
務
次
官
が
自
衛
隊
の

指
揮
監
督
権
を
保
持
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
た
。
防
衛
庁

長
官
の
所
掌
事
務
に
関
し
て
直
接
補
佐
す
る
の
は
、
一
〇
名

の
参
事
官
で
あ
る
官
房
長
や
局
長
で
あ
り
、
全
員
が
文
官
で

あ
っ
た
。

 
自
衛
隊
組
織
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
統
合
幕
僚
会
議
議
長
は
、

同
会
議
の
会
務
総
理
を
職
責
と
す
る
。
三
自
衛
隊
の
最
高
責

任
者
で
あ
る
統
幕
議
長
は
、
三
自
衛
隊
の
隊
務
に
関
す
る
助

言
者
と
し
て
防
衛
庁
長
官
を
補
佐
す
る
。
し
か
し
、
参
事
官

が
保
持
す
る
防
衛
庁
の
所
掌
事
務
全
般
に
関
し
て
は
、
長
官

を
補
佐
す
る
立
場
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
。

 
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
防
衛
政
策
や
自
衛
隊
の
正
面
装

備
、
人
事
や
経
理
な
ど
だ
け
で
な
く
、
作
戦
運
用
な
ど
の
軍

事
専
門
事
項
に
関
し
て
も
統
幕
議
長
で
は
な
く
参
事
官
の
管

掌
事
項
と
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
国
防
総
省
(
通

称
ペ
ン
タ
ゴ
ン
)
の
組
織
は
、
大
統
領
を
最
高
司
令
官
と
し
、

制
服
組
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
統
合
参
謀
本
部
議
長
に
よ
る
直
接

大
統
領
へ
の
意
見
具
申
や
補
佐
が
実
行
さ
れ
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
る
。
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一
九
五
四
(
昭
和
二
九
)
年
六
月
九
日
の
自
衛
隊
創
設
当

時
、
文
民
統
制
に
関
す
る
問
題
と
し
て
防
衛
出
動
や
治
安
出

動
時
に
は
国
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
自
衛
隊
の
管

理
権
は
総
理
大
臣
の
指
揮
を
受
け
、
内
閣
閣
僚
の
一
員
で
あ

る
防
衛
庁
長
官
が
担
当
す
る
こ
と
、
な
ど
の
規
定
が
明
文
化

さ
れ
た
。
そ
こ
で
自
衛
隊
の
出
動
は
指
揮
・
命
令
権
を
持
つ

内
閣
総
理
大
臣
が
決
断
し
、
執
行
者
で
あ
る
防
衛
庁
長
官
の

直
接
補
佐
を
内
局
が
担
い
、
三
自
衛
隊
へ
の
下
達
は
長
官
の

指
示
に
よ
り
各
幕
僚
長
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
に
統
幕
議
長
に
は
、
三
自
衛
隊
の
統
合
運
用
権
及
び
隊

務
全
般
の
統
合
調
整
権
も
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
こ

が
従
来
か
ら
制
服
組
が
強
く
抱
い
て
い
た
不
満
の
理
由
で
あ

る
。 
こ
う
し
た
制
服
組
の
不
満
の
一
部
を
解
消
す
る
試
み
が
、

統
合
幕
僚
会
議
か
ら
統
合
幕
僚
監
部
へ
の
改
編
で
あ
る
。
こ

の
結
果
、
統
合
幕
僚
長
に
は
、
三
自
衛
隊
の
統
合
運
用
が
可

能
な
権
限
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
統
幕
監
部
も
単
な

る
合
議
体
で
は
な
く
、
純
然
た
る
作
戦
指
導
組
織
と
し
て
の

性
格
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
前
の
軍
事
…
求
絡
¥
に
準
え
て

言
え
ば
、
軍
政
事
項
と
軍
令
事
項
の
緩
や
か
な
分
離
が
開
始

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

●
噴
出
す
る
自
衛
隊
制
服
組
の
不
満

 
自
衛
隊
組
織
の
極
あ
て
重
大
な
意
味
を
持
つ
改
編
が
実

行
さ
れ
て
か
ら
大
分
時
間
が
経
過
す
る
が
、
事
の
重
大
さ
の

割
に
は
世
論
も
メ
デ
ィ
ア
も
静
観
を
決
め
込
ん
で
い
る
印
象

が
強
い
。
事
の
重
大
さ
が
充
分
に
情
報
と
し
て
開
示
さ
れ
て

い
な
い
た
あ
か
、
あ
る
い
は
数
多
の
行
政
求
絡
¥
の
再
編
の
ひ

と
つ
に
過
ぎ
な
い
と
踏
ん
で
い
る
た
め
な
の
か
。

 
な
ぜ
、
い
ま
自
衛
隊
制
服
組
の
権
限
強
化
が
自
衛
隊
組
織

改
編
の
作
業
を
通
し
て
推
し
進
あ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の

点
に
触
れ
な
が
ら
、
同
時
に
歴
史
の
経
緯
を
含
め
て
戦
後
日

本
に
お
け
る
軍
事
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
経

緯
と
、
そ
こ
に
含
ま
れ
た
民
主
主
義
社
会
と
軍
隊
と
の
相
互

関
係
を
、
い
ま
い
ち
ど
簡
単
に
で
も
整
理
し
て
お
こ
う
。

 
自
衛
隊
組
織
の
改
編
の
試
み
の
何
処
が
問
題
か
を
指
摘

す
る
う
え
で
、
格
好
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
し
て
文
民
統
制

の
現
段
階
と
照
合
す
る
方
磨
翌
ｪ
あ
ろ
う
。
自
衛
隊
改
編
作
業
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と
は
、
制
服
組
が
長
年
抱
い
て
き
た
日
本
型
文
民
統
制
と
し

て
の
”
文
官
統
制
”
の
在
り
方
へ
の
不
満
を
解
消
し
、
防
衛

行
政
に
お
い
て
発
言
力
を
確
保
す
る
措
置
に
他
な
ら
な
い
。

最
終
的
に
は
軍
事
の
政
治
か
ら
の
”
独
立
”
を
構
想
す
る
も

の
で
も
あ
る
。
戦
前
日
本
の
軍
事
求
絡
¥
に
お
い
て
統
帥
権
の

独
立
を
口
実
に
軍
事
の
政
治
か
ら
の
独
立
が
強
行
さ
れ
、
や

が
て
”
軍
部
”
と
呼
称
さ
れ
る
一
個
の
政
治
組
織
化
し
て
い

く
過
程
と
同
じ
道
を
歩
も
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
危
惧
す
る
の
は
過
剰
な
反
応
だ
ろ
う
か
。

 
私
が
危
惧
す
る
に
は
当
然
な
が
ら
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

何
よ
り
も
自
衛
隊
の
行
動
範
囲
が
一
気
に
拡
大
さ
れ
、
同
時

に
自
衛
隊
業
務
が
増
大
す
る
に
従
い
、
自
衛
隊
制
服
組
と
し

て
も
、
内
局
の
強
い
指
導
下
に
置
か
れ
続
け
て
い
る
こ
と
へ

の
不
満
を
募
ら
せ
て
い
た
事
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

 
事
実
、
制
服
組
の
幹
部
達
は
日
米
土
ハ
同
作
戦
を
円
滑
か
つ

迅
速
に
面
あ
て
諸
活
動
の
展
開
や
企
画
を
実
行
す
る
場
合
に

内
局
の
指
導
統
制
に
よ
り
齪
齪
が
生
じ
る
、
と
の
恐
れ
を
強

く
抱
い
て
い
た
。
制
服
組
に
と
っ
て
は
、
「
訓
令
」
を
根
拠
と

す
る
内
局
の
統
制
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
直
接
に
防
衛
庁
長
官

に
意
見
具
申
や
行
動
計
画
の
提
案
を
行
え
る
制
度
設
計
が
必

要
な
時
代
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
ま
た
、
『
琉
球
新
報
』
(
二
〇
〇
二
年
二
月
二
一
日
付
)

が
明
ら
か
に
し
た
、
日
米
両
軍
の
秘
密
作
戦
計
画
で
あ
る
「
緊

急
事
態
統
合
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
九
六
七
年
か

ら
準
備
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
間
内
局
(
文
官
)
は
全
く
知
ら

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
計
画
は
、
在
日
ア
メ

リ
カ
軍
と
自
衛
隊
の
統
合
幕
僚
会
議
の
代
表
者
問
で
秘
か
に

締
結
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
確
か
に
、
純
軍
事
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
軍
事
当
局
者
が

平
時
か
ら
緊
急
事
態
を
予
測
し
て
作
戦
計
画
を
用
意
す
る
の

は
理
解
さ
れ
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
戦
後
日
本
の
憲
磨
卵
ﾌ

制
下
に
お
い
て
有
事
(
戦
時
)
を
想
定
し
て
、
政
府
や
背
広

組
の
防
衛
官
僚
に
も
秘
密
に
し
た
ま
ま
、
場
合
に
よ
っ
て
は

国
民
の
生
命
や
財
産
を
危
険
に
陥
れ
る
可
能
性
の
あ
る
軍
事

発
動
計
画
に
つ
い
て
軍
事
当
局
だ
け
で
計
画
を
進
め
た
の
は
、

少
な
く
と
も
文
民
統
制
が
存
在
す
る
こ
の
国
に
あ
っ
て
は
、

極
め
て
異
例
か
つ
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

 
俄
に
は
信
用
し
難
い
日
米
統
合
計
画
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
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の
後
に
お
け
る
日
米
両
軍
の
連
携
や
、
昨
今
に
お
け
る
米
軍

再
編
な
ど
、
在
日
米
軍
や
自
衛
隊
の
行
動
か
ら
、
以
上
の
日

米
共
同
作
戦
構
想
の
類
が
す
で
に
一
九
六
〇
年
代
の
冷
戦
体

制
の
時
代
か
ら
着
々
と
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

そ
の
間
、
予
定
さ
れ
た
軍
事
行
動
計
画
の
な
か
で
背
広
組
が

完
全
に
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
、
文
民
統
制
の
逸

脱
あ
る
い
は
破
壊
行
為
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
内
容
で
あ
る
。

 
確
か
に
、
文
民
統
制
が
導
入
さ
れ
て
以
降
に
お
い
て
も
、

連
綿
と
続
い
た
防
衛
力
整
備
計
画
の
下
で
の
自
衛
隊
の
増
殖

過
程
に
は
、
実
際
に
は
歯
止
め
が
か
か
ら
な
か
っ
た
。
防
衛

問
題
が
憲
磨
利
_
議
の
一
環
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
間
隙
を

縫
う
よ
う
な
形
で
、
自
衛
隊
は
冷
戦
体
制
の
時
代
に
は
深
く

潜
行
し
な
が
ら
増
強
の
一
途
を
辿
り
、
ポ
ス
ト
冷
戦
の
時
代

に
入
る
と
、
「
国
際
貢
献
」
の
切
り
札
的
存
在
と
し
て
浮
上
し

て
き
た
。
そ
う
し
た
国
内
国
外
に
お
け
る
自
衛
隊
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
が
、
武
官
た
ち
の
政
治
的
発
言
力
を
高
め
、

権
限
の
拡
大
を
実
現
す
る
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

 
し
か
し
、
自
衛
隊
制
服
組
の
立
場
か
ら
は
、
文
民
統
制
の

制
度
自
体
を
完
全
に
廃
止
す
る
と
こ
ろ
ま
で
総
意
と
し
て
は

至
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
今
後
日
米
共
同
作
戦
体
制
を
確

固
不
動
の
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
必
然
的
に
自
衛
隊
の
運

用
上
、
ア
メ
リ
カ
と
の
共
同
作
戦
の
展
開
が
随
時
障
害
な
く

履
行
で
き
る
態
勢
が
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
認
識
を
抱
い
て

い
る
。

 
す
な
わ
ち
、
日
本
国
憲
磨
翌
ｪ
禁
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
集

団
的
自
衛
権
へ
の
踏
み
込
み
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
既
存
の

政
治
家
や
文
官
が
憲
磨
酪
?
迢
`
務
を
履
行
し
て
い
る
限
り
、

集
団
的
自
衛
権
へ
の
踏
み
込
み
の
求
莱
?
ｪ
少
な
い
と
考
え
た

制
服
組
は
、
軍
事
的
な
効
率
性
や
合
理
性
の
観
点
か
ら
、
制

り
も
重
要
だ
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

 
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
「
憲
磨
来
癆
ｽ
の
存
在
と
し
て

の
自
衛
隊
だ
か
ら
文
民
統
制
が
不
可
欠
」
と
い
う
だ
け
で
は
、

自
衛
隊
の
こ
れ
ら
の
要
求
に
対
抗
可
能
な
説
得
力
を
持
ち
得

な
い
。
-
こ
こ
で
特
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
警
氏
覧
¥

備
隊
か
ら
開
始
さ
れ
た
日
本
の
再
軍
備
が
、
国
民
の
合
意
の

上
に
進
あ
ら
れ
た
訳
で
は
全
く
な
く
、
政
策
と
し
て
ア
メ
リ

カ
の
要
請
と
圧
力
に
よ
っ
て
強
行
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
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る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
本
筋

で
あ
る
市
民
に
よ
る
統
制
(
民
主
統
制
)
や
国
会
・
政
府
に

よ
る
統
制
(
政
治
統
制
)
を
原
則
と
す
る
制
度
や
手
磨
翌
�
¥

築
す
る
余
裕
が
な
く
、
勢
い
シ
ビ
リ
ア
ン
を
「
文
官
」
と
翻

訳
す
る
こ
と
で
内
局
の
官
僚
た
ち
が
直
接
に
民
主
統
制
あ
る

い
は
政
治
統
制
を
実
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
経
緯
が
あ
っ
た
。

●
自
衛
隊
の
独
走
を
誰
が
阻
む
の
か

 
戦
前
日
本
の
軍
事
求
絡
¥
は
軍
事
官
僚
(
武
官
)
が
軍
令
事

項
も
軍
政
事
項
も
一
括
し
て
掌
握
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
い

わ
ゆ
る
軍
部
の
独
走
と
政
治
介
入
が
頻
繁
化
し
た
。
こ
の
歴

史
を
教
訓
と
し
て
、
軍
令
事
項
も
軍
政
事
項
も
文
民
(
文
官
)

が
掌
握
す
る
こ
と
で
、
と
も
す
る
と
視
野
狭
窄
に
陥
り
や
す

い
軍
事
官
僚
を
統
制
す
る
手
磨
翌
ﾆ
し
て
シ
ビ
リ
ア
ン
.
 
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
制
度
が
文
民
統
制
と
翻
訳
さ
れ
て
導
入
さ
れ
た
。

そ
の
意
味
で
言
え
ば
、
日
本
の
文
民
統
制
は
憲
磨
卵
諡
繽
�
ﾉ

よ
っ
て
間
接
的
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
な
が
ら
、
戦
前
の
政
軍
関

係
史
を
教
訓
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
と
歴
史
が
背
景
に
あ
る
こ
と

を
承
知
し
つ
つ
、
そ
れ
で
も
文
民
統
制
を
形
骸
化
あ
る
い
は

無
効
化
す
る
結
果
に
陥
る
可
能
性
に
道
を
開
く
こ
と
は
、
同

じ
過
ち
を
犯
す
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
制
服
組

の
論
理
か
ら
す
れ
ば
、
確
か
に
自
衛
隊
の
最
高
指
揮
監
督
者

で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
の
権
限
は
、
現
行
の
内
閣
行
政
権
が

必
ず
し
も
総
理
大
臣
の
専
制
を
容
認
せ
ず
、
原
則
的
に
は
集

団
指
導
体
制
を
敷
い
て
い
る
現
状
か
ら
、
迅
速
性
・
絶
対
性

な
ど
軍
事
が
要
求
す
る
論
理
に
適
切
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
議
会
に
お
い
て
も
防
衛
に
関
す
る
権
限
規
定
が
不
在
で

あ
り
、
議
会
統
制
の
側
面
か
ら
も
課
題
は
実
に
多
い
。

 
し
か
し
現
実
政
治
に
お
い
て
、
憲
磨
洛
ｴ
理
は
非
軍
事
的
な

手
段
に
よ
る
国
内
の
安
全
保
障
と
外
国
と
の
関
係
構
築
を
前

提
と
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
原
則
を
無
視
し
て
軍
事
合
理
性

を
最
優
先
し
て
文
民
統
制
の
形
骸
化
な
ど
を
主
張
す
る
の
は
、

最
初
か
ら
誤
っ
た
判
断
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

 
文
民
統
制
問
題
の
根
源
は
、
政
治
が
軍
事
を
統
制
す
る
方

磨
翌
ﾆ
実
態
を
め
ぐ
る
問
題
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
む
し
ろ
、

現
代
政
治
が
抱
え
る
政
治
と
軍
事
の
関
係
の
是
非
と
共
存
の

可
能
性
と
危
険
性
を
問
う
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
民
統
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制
と
は
、
政
治
求
絡
¥
内
に
お
け
る
軍
事
権
力
の
配
分
を
め
ぐ

る
問
題
で
あ
る
。

 
し
か
し
、
戦
後
日
本
社
会
に
あ
っ
て
軍
事
問
題
と
言
え
ば
、

自
衛
隊
自
体
の
憲
磨
酪
繧
ﾌ
位
置
づ
け
や
、
防
衛
政
策
の
内
容

や
防
衛
力
の
質
量
を
対
象
と
す
る
論
争
が
中
心
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
戦
後
民
主
主
義
に
お
け
る
政
軍
関
係
と
い
う
視
点

か
ら
す
る
議
論
は
、
一
部
の
研
究
者
を
除
い
て
殆
ど
生
じ
な

か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
自
衛
隊
を

軍
隊
と
す
る
か
の
是
非
に
つ
い
て
曖
昧
な
ま
ま
推
移
し
て
き

た
こ
と
で
あ
る
。
自
衛
隊
を
軍
隊
と
認
め
る
な
ら
ば
、
直
ち

に
憲
磨
来
癆
ｽ
の
存
在
と
し
て
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
、
反
対
に
非

軍
隊
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
文
民
統
制
の
制
度
自
体
が
不
要

と
な
る
。

 
さ
ら
に
言
え
ば
、
自
衛
隊
を
憲
磨
来
癆
ｽ
と
す
る
立
場
か
ら

す
れ
ば
、
文
民
統
制
と
は
所
詮
自
衛
隊
を
合
憲
化
す
る
た
め

の
制
度
で
あ
り
、
自
衛
隊
の
存
在
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
る

限
り
検
討
に
値
し
な
い
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

文
民
統
制
の
議
論
に
参
入
す
る
こ
と
自
体
が
自
衛
隊
の
容
認

に
結
果
す
る
と
い
う
警
戒
感
を
抱
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
一

方
、
自
衛
隊
を
軍
隊
と
し
て
国
民
に
認
知
さ
せ
、
将
来
的
に

は
国
防
軍
と
し
て
自
立
し
た
軍
隊
と
七
て
位
置
づ
け
て
、
憲

磨
翌
ﾉ
も
明
記
す
る
こ
と
を
希
求
す
る
側
か
ら
す
れ
ば
、
可
能

な
限
り
早
い
時
期
に
文
民
統
制
の
見
直
し
、
自
衛
隊
組
織
の

改
編
を
実
現
し
て
正
真
正
銘
の
軍
隊
と
し
て
の
正
当
性
を
確

保
し
た
い
と
す
る
見
解
を
抱
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

 
従
っ
て
、
自
衛
隊
を
め
ぐ
る
二
項
対
立
か
ら
は
文
民
統
制

の
議
論
も
政
軍
関
係
論
へ
の
関
心
も
深
化
し
な
い
の
で
あ
る
。

は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
存
の
自
衛
隊
が
軍
隊
で
あ

れ
非
軍
隊
で
あ
れ
、
武
力
を
有
す
る
高
度
な
専
門
的
職
能
集

団
で
あ
り
、
精
緻
に
組
織
化
さ
れ
た
国
家
求
絡
¥
の
一
つ
で
あ

る
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
で
あ
る
。

 
そ
の
高
度
専
門
的
職
能
集
団
と
し
て
の
自
衛
隊
を
、
煤
莱
ｽ

な
る
歴
史
経
緯
が
あ
っ
た
に
せ
よ
民
主
主
義
社
会
に
取
り
込

ん
で
い
る
以
上
、
こ
の
集
団
組
織
が
［
国
防
」
を
口
実
に
し

て
、
民
主
政
治
に
不
当
な
介
入
を
試
み
、
不
必
要
な
脅
威
を

設
定
し
て
世
論
を
扇
動
す
る
よ
う
な
事
態
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
こ
れ
を
監
視
・
統
制
す
る
制
度
や
磨
乱
ｮ
備
な
ど
が
不
可

欠
で
あ
る
。
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も
っ
と
も
自
衛
隊
側
に
し
て
も
自
ら
の
組
織
が
民
主
主

義
社
会
に
受
容
さ
れ
、
自
衛
隊
が
掲
げ
る
任
務
目
標
を
全
う

す
る
た
あ
に
も
、
民
主
主
義
の
規
範
や
原
理
を
会
得
す
る
努

力
が
求
め
ら
れ
る
。
何
も
自
衛
隊
に
限
定
さ
れ
る
訳
で
は
な

い
が
、
高
度
専
門
的
職
能
集
団
は
、
と
も
す
る
と
民
主
主
義

の
規
範
や
原
理
を
知
り
な
が
ら
、
自
ら
の
組
織
原
理
を
優
先

す
る
あ
ま
り
、
逸
脱
行
為
を
繰
り
返
し
が
ち
な
の
で
あ
る
。

 
民
主
主
義
社
会
と
は
本
来
的
に
は
共
生
不
可
能
な
組
織

原
理
を
堅
持
す
る
軍
隊
組
織
が
、
そ
れ
で
も
土
ハ
存
し
て
い
く

た
め
に
は
軍
隊
組
織
の
民
主
化
へ
の
努
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、

文
民
統
制
と
は
そ
の
重
要
な
一
環
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際

に
は
昨
今
の
自
衛
隊
は
、
こ
う
し
た
希
望
と
は
明
ら
か
に
逆

行
す
る
方
向
に
大
胆
に
歩
み
出
し
て
い
る
。

 
冒
頭
で
述
べ
た
統
合
幕
僚
会
議
か
ら
統
合
幕
僚
監
部
へ

の
組
織
再
編
に
伴
う
、
統
合
幕
僚
長
へ
の
三
自
衛
隊
に
対
す

る
統
合
運
用
権
の
付
与
は
、
文
民
統
制
を
そ
の
根
本
か
ら
破

壊
し
、
軍
政
と
軍
令
を
一
元
的
に
掌
握
す
る
た
め
の
大
き
な

第
一
歩
で
あ
る
。
現
行
憲
磨
翌
ｪ
存
在
し
、
求
濫
¥
し
て
い
る
以

上
、
直
ち
に
自
衛
隊
の
軍
事
求
絡
¥
が
戦
前
期
の
軍
事
求
絡
¥
と

同
質
化
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
と
し
て
も
、
そ
の
可
能
性

は
極
あ
て
高
い
。
そ
れ
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
日
米
安
保
条

約
の
存
在
も
ま
た
大
き
い
。

 
冒
頭
で
挙
げ
た
「
防
衛
省
設
置
磨
欄
凾
ﾌ
一
部
を
改
正
す
る

磨
覧
･
」
の
成
立
に
よ
り
、
制
服
組
を
統
制
す
る
参
事
官
及
び

内
局
の
劣
化
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
さ
ら
に
、
防
衛
大
臣
を

補
佐
す
る
防
衛
大
臣
補
佐
官
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
民

間
か
ら
の
登
用
も
視
野
に
入
れ
た
補
佐
官
を
含
め
、
防
衛
省

の
基
本
的
任
務
を
議
論
す
る
「
防
衛
会
議
」
も
新
設
さ
れ
る
。

恐
ら
く
今
後
の
防
衛
行
政
は
、
政
治
任
用
さ
れ
た
制
服
組
寄

り
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
方
向
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
を
受
け

る
形
で
内
閣
・
政
府
も
動
い
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

 
こ
の
結
果
、
制
服
組
主
導
の
戦
争
指
導
求
絡
¥
に
近
い
形
で

求
濫
¥
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
あ
ら
た
め
て
戦
後
憲
磨
卵
ﾌ

制
下
に
お
け
る
非
武
装
中
立
の
実
現
と
い
う
目
標
を
念
頭
に

据
え
つ
つ
、
軍
事
的
な
る
一
切
を
拒
否
し
て
き
た
歴
史
を
大

切
に
、
同
時
に
現
存
す
る
自
衛
隊
組
織
に
内
在
す
る
危
険
な

問
題
に
つ
い
て
、
民
主
主
義
の
徹
底
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

よ
り
深
い
検
討
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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●
田
母
神
問
題
か
ら
何
を
学
ぶ
の
か

 
そ
う
し
た
自
衛
隊
内
に
内
在
す
る
問
題
の
一
端
が
、
昨
年

＝
月
に
世
論
を
騒
が
せ
た
。
前
自
衛
隊
航
空
幕
僚
長
の
職

に
あ
っ
た
田
母
神
俊
雄
氏
が
、
民
間
企
業
誌
に
発
表
し
た
「
日

本
は
侵
略
国
家
で
あ
っ
た
の
か
」
の
論
文
を
め
ぐ
り
政
治
問

題
化
し
た
事
件
で
あ
る
。
田
母
神
氏
が
主
張
す
る
侵
略
戦
争

否
定
論
は
、
日
本
近
代
史
の
全
体
を
貫
く
戦
争
と
ア
ジ
ア
民

衆
へ
の
抑
圧
の
歴
史
を
聖
戦
あ
る
い
は
解
放
の
歴
史
と
す
る
、

こ
れ
ま
で
に
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
根
拠
な
き
暴
論
の
類
で

あ
る
。

 
し
か
し
、
今
回
が
特
異
な
事
例
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
べ
き

は
、
現
職
の
自
衛
隊
高
級
幹
部
が
日
本
の
過
去
の
戦
争
の
評

価
を
め
ぐ
り
、
政
府
見
解
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
た
と
い
う

点
で
あ
る
。
同
時
に
、
そ
れ
が
明
ら
か
な
政
治
宣
伝
と
し
て

の
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

 
制
服
自
衛
官
が
政
府
見
解
を
逸
脱
す
る
発
言
を
行
っ
た

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
少
な
く
は
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
ら

の
多
く
が
自
衛
隊
の
運
用
に
関
わ
る
制
約
条
件
へ
の
異
議
申

し
立
て
と
し
て
あ
っ
た
。
そ
れ
が
今
回
の
よ
う
に
、
自
衛
隊

制
服
組
の
ト
ッ
プ
の
一
人
前
、
高
度
職
能
武
力
集
団
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
保
守
さ
れ
る
べ
き
厳
正
な
政
治
的
中
立
性
と
文

民
統
制
の
原
則
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
た
行
為
を
敢
え
て
し
た

こ
と
は
、
許
し
難
い
暴
挙
で
も
あ
る
。
な
ぜ
、
今
回
の
よ
う

な
暴
挙
に
出
た
の
か
？
 
こ
の
問
題
を
真
剣
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
そ
う
だ
。

 
最
初
に
原
則
論
を
言
う
な
ら
ば
、
二
度
と
同
じ
過
ち
を
犯

さ
な
い
た
め
に
は
、
歴
史
の
事
実
に
謙
虚
で
あ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
同
時
に
歴
史
事
実
を
正
確
に
継
承
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
あ
る
べ
き
歴
史
認
識
が
深
め
ら
れ
、

歴
史
の
清
算
も
進
あ
ら
れ
る
な
か
で
、
加
害
と
被
害
の
双
方

か
ら
す
る
歴
史
の
和
解
も
期
待
さ
れ
よ
う
。
政
府
の
公
式
見

解
と
も
明
ら
か
に
異
な
る
歴
史
解
釈
を
公
に
す
る
こ
と
自
体

が
異
常
だ
が
、
こ
の
程
度
の
歴
史
知
識
や
歴
史
認
識
し
か
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
人
物
が
自
衛
隊
高
級
幹
部
の
一
角
を
占

め
て
い
る
こ
と
も
驚
き
で
あ
る
。

 
田
母
神
氏
は
＝
月
一
一
日
(
二
〇
〇
八
年
)
、
国
会
の

証
人
喚
問
の
席
上
、
「
言
論
の
自
由
」
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、

日
本
と
同
じ
敗
戦
国
ド
イ
ツ
の
戦
争
責
任
観
念
と
比
較
す
れ
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ば
、
ド
イ
ツ
で
は
現
在
で
も
な
お
侵
略
戦
争
の
担
い
手
で
あ

る
ヒ
ト
ラ
ー
や
ナ
チ
ス
党
を
肯
定
し
、
賛
意
を
表
す
る
こ
と

は
磨
翌
ﾉ
よ
っ
て
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
侵
略
責
任
を
痛
覚

し
続
け
る
た
め
に
は
、
言
う
と
こ
ろ
の
言
論
の
自
由
さ
え
敢

え
て
封
印
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
厳
然
た
る
姿
勢
ゆ
え

に
、
ド
イ
ツ
は
被
侵
略
諸
国
か
ら
信
頼
を
回
復
し
、
い
ま
で

は
E
U
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
)
の
中
心
国
に
ま
で
な
っ
て
い

る
。 
公
人
で
あ
り
、
し
か
も
武
力
集
団
を
率
い
る
立
場
に
あ
る

者
が
、
い
く
ら
自
ら
の
組
織
の
ル
ー
ツ
と
し
て
の
旧
日
本
陸

海
軍
へ
の
シ
ン
パ
シ
ー
を
抱
い
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
隊

内
教
育
を
も
含
め
、
明
ら
か
に
歴
史
事
実
の
歪
曲
に
基
づ
く

侵
略
戦
争
否
定
論
を
説
き
続
け
る
の
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
い
。
か
つ
て
の
侵
略
の
歴
史
事
実
を
踏
ま
え
て
、

平
和
創
造
の
た
め
の
歴
史
認
識
を
鍛
え
上
げ
て
い
く
こ
と
こ

そ
信
頼
回
復
の
道
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

 
公
職
に
あ
る
者
は
、
相
応
の
歴
史
認
識
が
求
め
ら
れ
る
の

が
必
定
で
あ
る
。
こ
の
国
の
高
官
や
指
導
者
の
公
人
と
し
て

の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
問
題
と
さ
れ
、
ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
(
磨
覧
ﾟ
遵
守
)
が
問
題
と
さ
れ
て
久
し
い
。

 
全
て
の
高
官
や
指
導
者
が
、
こ
こ
ま
で
地
に
堕
ち
た
と
は

思
わ
な
い
し
、
思
い
た
く
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
常
軌
を

逸
し
た
物
言
い
と
、
そ
れ
を
称
揚
す
る
人
々
の
存
在
は
、
諸

個
人
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
も
は
や
社
会
問
題
の
類
と
見
て

お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
も
、
一
連
の
自
衛
隊

改
編
の
動
き
や
田
母
神
問
題
を
通
し
て
、
あ
ら
た
め
て
私
た

ち
の
平
和
と
安
全
を
一
体
何
に
よ
っ
て
獲
得
す
る
の
か
を
真

剣
に
問
い
直
す
時
で
あ
ろ
う
。

纐
纈
厚
(
こ
う
け
つ
あ
つ
し
)

 
一
九
五
一
年
岐
阜
県
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
大
学
堰
落
ﾐ
会
学
博
士
課

程
修
了
。
現
在
、
山
口
大
学
人
文
学
部
・
独
立
大
学
堰
欄
激
A
ジ
ア

研
究
科
教
授
。
政
治
学
博
士
。
日
本
近
現
代
政
治
史
・
現
代
政
治

軍
事
論
専
攻
。
主
著
に
、
 
『
近
代
日
本
政
軍
関
係
の
研
究
』
(
岩

波
書
店
)
、
 
『
文
民
統
制
 
自
衛
隊
は
ど
こ
に
行
く
の
か
』
(
岩

波
書
店
)
、
『
有
事
磨
乱
ｧ
と
は
何
か
 
そ
の
史
的
検
証
と
現
段
階
』

 
ヘ
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
)
、
 
『
侵
略
戦
争
 
歴
史
事
実
と
歴
史
認

識
』
(
筑
摩
書
房
・
新
書
)
、
 
『
い
ま
に
問
う
 
憲
磨
?
条
と
日

本
の
臨
戦
体
制
』
(
凱
風
社
)
、
『
私
た
ち
の
戦
争
 
「
昭
和
」

初
期
二
〇
年
と
「
平
成
」
期
二
〇
年
の
歴
史
的
考
氏
浴
x
(
凱
西
社
)
、

 
『
田
中
義
一
 
総
力
戦
国
家
の
先
導
者
』
 
(
芙
蓉
書
房
出
版
)
、

最
新
刊
に
『
「
日
本
は
支
那
を
み
く
び
り
た
り
」
 
日
中
戦
争
と

は
何
だ
っ
た
の
か
』
(
同
時
代
社
)
な
ど
多
数
。
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